〇 僕 はこれ から も 今月のと 同じような 材料 を 使つ て 創 

作す るつ もりで ある。 あれ を 単なる 歴史小説の 仲間 入 

を させられて はた まらない。 もちろん 今の がたいした 

もの だと は 思わない が。 そのうち にもう 少し どうにか 

できる だろう。 (新 思潮 創刊号) 

〇 酒 虫 は 材料 を聊 斎志異 からと つた。 原の 話と ほと 

んど 変わった ところ はない。 (新 思潮 第 四 号) 

〇 酒 虫 は 「しゅちゅう」 で 「さかむ し」 ではない。 気 

になる から、 書き加える。 (新 思潮 第 六 号) 

〇 僕 は 新 小説の 九月 号に 「芋 粥」 という 小説 を 書いた。 

〇 まだ あき 地が あるそう だから、 もう 少し 書く。 松 岡 



の 手紙に よると、 新 思潮 は^ 潟 県に まじめな 読者 を か 

なり 持って いるそう だ。 そうして その 人た ちの 中には 

創作に 志して い る 青年 も 多 いそうだ。 ひとり 新 思潮の 

ための みならず、 日本の ために も、 そういう 人た ちの 

多くなる こと を 祈りたい。 もし 同人の うぬぼれが、 単 

に うぬぼれに とどまらない 以上 は。 

〇 僕の 書く もの を、 小さく まとまり すぎて いると 言う 

て 非難す る 人が ある。 しかし 僕 は、 小さく とも 完成品 

を 作りたい と 思って いる。 芸術の 境に 未成品 はない。 

みち 

大 いなる 完成品に 至る 途は、 小なる 完成品 あるの みで 

ある。 流行の 大 なる 未成品の ごとき は、 僕に とって、 



なんらの 意味 もない。 (以上 新 思潮 第 七 号) 

〇 「煙草」 の 材料 は、 昔、 高木さん の 比較 神話学 を 読 

んだ 時に 見た 話 を 少し 変えて 使つ た。 どこ の 伝説 だか、 

その 本に も 書いて なかった ように 思う。 

きせる 

〇 新 小説へ 書いた 「煙管」 の 材料 も、 加州 藩の 古老に 

聞いた 話 を、 やはり 少し 変えて 使った。 前に 出した 

「虱」 とこれ と、 来月 出す 「明君」 と は 皆、 同じ 人の 

集めて くれた 材料で ある。 

〇 同人 は 皆、 非常に 自信家 のように 思う 人が あるが、 

それ は大 ちがいだ。 ほかの 作家の 書いた ものに、 帽子 

をと る こと も、 ずいぶん ある。 なんでもし つかりつ か 



まえて、 書いて ある 人 を 見る と、 書いて いる こと はし 

ばらく 問題外に 置いて、 つかまえ 方、 書き方の うまい 

のに は、 敬意 を 表せずに はいられない ことが 多い。 (そ 

ういう 人 は、 自然 派の 作家の 中に もい る) 傾向ば かり 

見て 感心す るより、 こうい う 感心 のし かたの ほ うが 、 

より 合理的 だと 思って いるから。 

〇 ほめられれば 作家が 必ずよ ろ こぶと 思う の は 少し 虫 

がいい。 

〇 批評家が 作家に 折紙 をつ ける ばかりで はない。 作家 

も 批評家へ 折紙 をつ ける。 しかも 作家の つける 折紙の 

ほうが、 論理的な 部分 は、 客観的に も、 正否が きめら 



れ うるから。 (以上 新 思潮 第 九 号) 

せいきょ 

〇 夏 目先 生の 逝去 ほど 惜しい もの はない。 先生 は 過去 

において、 十二分に 仕事 をされ た 人で ある。 が、 先生 

の 逝去 ほど 惜しい もの はない。 先生 は、 このごろ ある 

転機の 上に 立って いられた よう だから。 すべての 偉大 

な 人の ように、 五十 歳 を 期と して、 さらに 大踏歩 を 進 

めら れ ようとして いたから。 

〇 僕 一 身から 言う と、 ほかの 人に どんな 悪口 を 言われ 

て も 先生に ほめられれば、 それで 満足だった。 同時に 

おそ 

先生 を 唯一 の 標準に する ことの 危険 を、 時々 は 怖れ も 

した。 



う 気がして いる。 (以上 新 思潮 第二 年 第一 号) 

(大正 五 年 三月 I 大正 六 年 一 月) 
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